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■GE社から110万kW用原子炉圧力容器受注

£;1‡'巷竺n;巾は,こレつほど丁メ:′jカGE祉(､ゼネラ′L･エレクトI

リブノかこキー〉1]_n万1(Ⅵr.囁-J∴力発電プラント柑.瞑j′一灯りモカ容器を受注

Lた

二･刀朽刀子バミ旨は｢勺繕251in,頚二道約7〔)ntという大規模なも･ノ〕

1三･,頃了･虹巾三‾け辞そ:､‡とt一てこ工員人音掛ノ)もいてある..

頃丁好叶Eノブ公器ノ)エンジニ7リングおよびデザインを日打峯竺作所

ノ=シニ狂】.当,製作はノミブコヅク什立株メモ会社呉_】二場で子〕■‾なわれる′ン
妥i■■1三範[と11は,詐孤設計,材料ノ〕調達,製作から7メリカまてレ′鳩〕

う重力二含まれているJこの種の大形機器で,材料から斐川三まですべて

国産というのほわが国でほ初めてのもので,ノ㌢私 大形化;′′ンニニーナ二増さ

しる二‡っノンニ同rノ､･原j′一ププ充電7‾ラン=‡立iそ三い純同産イヒへこつ大きな日和壁と

L_.て主_EFlされく)もし‾､J‾二･ふィニ1一

木頃子炉[[プ+`≠ポそ:壬∴三.GE托かンニ〕丁′(:jカニエージャージー州バ

ブリヅ.ク･サービス･ニレクトJヅク･7■ンド･ガス会社に納入さ

れ､プラントほフナラデ,こフィ7■近郊テラウェ7川中州ク1ニューホ

ー′しト､てイランドニチ且i‾貨ニ･L･■ニナノ′上さ′子している､

ニリ1‾､瞑ナノJ充電プラント∴三.GE什ノラゝ原子かフラントを受i七そ

ソ‾叫一心となる†京了一リブ叫ミル耕そ:い拳法作を事トiモ製作所こ依頼Lてきたも
･l-ノ､-し

イ

∴■′)/つ〇

汁㌻ナ炉ト【一三力紺鉄工了ノトキ頃1●･り委員二:(AEC)およびニュージ

ャージーー州放りこトりきびい､【-Jrl言了∠汗J`r妻いもと▼‾チリ糾′王言さか,1973年春船

駄ユ､さ九る11′′亡▼である｡.

■世界最大の真空バルブを開発

(36kVl,200A25kAしゃ断)

11立製作所口立研究所では,二のほど36kVl,200A25kAし.JF

新一LJP斬容宗:1,600MVA)という世界ても巌‾七容_量のセラミック

形真空ノミルブの開発に成功L′た._.

真空しゃ晰器は真乍のl朗色繚作,高消弧性を利鞘Lて真空バルブ

レ‾〕小で接触子(電極)を開閉させるようにL_たものである｡この方式

は小形,軽量なうえ保守が容易などの多くの特長をもっており,ア

メリカのGE祉をはじ札 国内外の各社でその大容量化が進めらこれ

ている｡

Ⅰ‾‾†立製rF所でも上一旦くから日立研究所で‡壬?たノミ′しブ叫徴発を進めて

ぎたか.昨年24kVl,000MVAという大解品真空/こルブを開発し

■組立方式による超々高圧絶縁筒

(コンデンサ･プッシング)を開発

;‾l+ンニ‾製rF所口立研究所でいLこし刊まど500kV級糾立形コンデン

サ･プッシングの開発に成功し六ニ.ニ.ここれ土エポキシ樹脂モーールド形

では世界でも初めてのもので,今後コンデンサ･プッシングなど固体

絶縁方式の超々高『化の右ノブな手段として別待されるものである‥

ガス絶縁ならびに固体絶縁を利用した送変電設備〟)小形化ゾ_‾)要求

フう;ソ(きくなるとともに,同体絶縁方式レ･〕ナッシングが注1--】を汗iぴて

きている｡

プッシソグに使用される各種舟副l三絶縁筒には耐電圧特性のすぐ

九たエポキシ樹脂含浸紙積層絶縁物が使梢されるようになった‥ ニ

れには,あらかじめ巻き回した紙去∈柑に液体桂川旨を含浸させるi,含

浸モーールド形+と,梓川旨を含浸または糾寸Lている紙某材を巻き回

しする｢墳二l二紙形_jの二様のカ担三があるが.いずれ∫ハ方法でも3】ュ1

以上もある長尺♂､)ものを1本ごbので作ること∴た技術J′t小二,設仙上ヰ)

困難である｡

しかし,最近これら送変電快諾:壬ほ払郎F三,火容削ヒ叫鮒り∴あり,

チニノ〕こ続き,今回361くV25kAしJ川=し-七戸ト町村昌二1,600MVA)と

い川書二ジュ丘むた解宗ニーノ_〕主ニモ乍ノミ′し7‾せ川+発することに成功Lた=.

カほ‡ニの肝先成業を.L州二jLて,削Ⅰ‾〔11の偶発を進ぜ)ているrニ娼1くⅤ

ミルブは,兵`く与しjP晰器-1一三は世界でも力量も進んでいると､みら′才し

ろGE杜をほじめ.名什で什卜鋭意即発中のものであるり

特長こ･よくi)1寺珠粘道け電停を開発して,しヤ断アークを行方秒数十

メートルを越える速さで回転させるとともに,ア】ク【上l体を電極空

FJi+から飛び出さないようにLてLや晰性能を高めてある㌃､.③独1]

†ノ‾)高耐圧電極材料を用いている-.きノバルブには耐熱性,機械的激

変のすく､､れたセラミックを採用している.-,したがって,バルブ内を

ユ▲‡空にする場合,ガラスよりも満し､混軒二さ排気処理でき,甜斗台巨バ

ノンブ一札先の一i左Ⅰとなっている､′r主∴㌢この‡■享ニ空しゃ断器ほ同じン主格の

三ヒムtしヤ断訊こ比べて解約ノざゴよびう打誌が約1/5と老L-く小形,輯占主

化されるLl

周1 500l(Ⅴ級知立形超々高圧コンデンサプッシソグのコーン

プッシング什休が突戻尺であると外向(火気)で電気的に破壊するとい

う事故カ;起こるため,申尺のコーンを組み合せて長尺化することが

必要-である.

縦‾た力式ノ‾)場合はニトーン(i主叩乙縦線綺)ノ〕絶縁特性に比べてコーン

とコーンレ′)組1■_′二部に(トずる抽隙(げき)あるいはガ'ス周隙の耐電仕が

紙いたy)超高凪こなるとこ√ノ)部分で絶縁破壊を起こしてしまう｡そ

しりたふ〕,各社でこの刹⊥_l二′淵呈造について検討を進めている..

口‾-川｢究所ではこれに対処して,このほど電位拡販形という新し

い恥州毎造を開発し,枇界にさきか亡ナて5川)kV級表打i｢亡形超々高圧

99



774

日 立 ニ ュ
ー

ス

コンデンサ･プッシソグを試侃その優秀な特性を確認した｡

この組立技術ほ試験変圧器用コンデン斗･プッシングをはじめ,

SF6しゃ断器用プッシング,また現在製作中の直流送電用125klr

サイリスタ高圧変換装置のパ′ンストランスこ適用されているこ

〈耐電圧の向上〉

組立式コンデンサ･プッシングでは祖二く部に生ずる榔貨あるいほ

ガス間隙の耐電圧を向上させることが最も重要とな(て･′:る｡日立

研究所で開発した電位拡張形組立方式:ミコーンとコーンを一定ギャ

ップで組み合わせ,コーンに埋め込まれている電極箔(:まく二)の等電

位面をラッパ状に拡がるよう特殊な電極箔構造を考案Lたも√Pて,

Jプロセスモニタ･ディスプレイシステム開発

日立製作所大よ入か工場でJよ情幸良化時代･刀てン･マシン･コミニニ

ケーショソシステムとして,さきこ開発て一たカラー･テナスプレイ

(文字表示)に,さらこトレンドブラフをも表示てきる新しし､方式を

開発した･｡本装置ほ電力をこ三じごギ)鉄鋼,化学七ご多･一:の分野て効果

的な活用が期待されているものである｡

表示はグラフごとに7種の色で区別できるようになっている｡各

種プロセス,プラントの計算稚制御カこ急速こ進ぜ〕られで.､る現有

これら情報の表示装置とLて効果的な利札シ;考えられてい■る｡特に

従来の全点指示方式に比較するとデー_々メモリーが数十分ノ1一てよ

く多変量のトレンドグラフ表示に適している｡

表示方式は走査線上の線分を光らせ,ニの棒線をつたぎ合わせる

ことによってグラフを近似するようにLたものである｡

したがって標準テレビ走査方式を用いると走査線の方向カこ決まっ

ているので,左上を原∴‡とし,水平プチ向こ変化鼠 垂直方向こ時間

軸をもったグラフ表示となる｡

グラフ表示用としては水平方向ノ1182本の走査線があり,ニの竜

査線を7本ずつ26組に分こナてある｡またそれぞ九1本の走査線.こま

640個の点の集まりとして構環き九て.-わJ)､二の∴てくを何個光らせる

かによって輝線の長さむ染ソ)ている二

輝線の長さを指定するデーー･才は各7本の組ごとこ与たられ.そ･ン｢

線の中の走査線(7木)は一定のずれで線分を光らせてい√∴ 前の組

の終点が,次の担げ1終点となるように制御されており,連続した1

本のグラフとなる1

このように斯い､蓑示システムを採用しているため1本のグラフ

を表示するのiこ必要なデータメモリーほ26ワードでじゅうぶんで

■アルミバントレーラ発売

日立製作所と西日本車体工業株式会社ほ,共同でアルミバントし

-ラを開発,量産体制も整備され本格的な販売を開始した｡

アルミバントレーラほ,高速道路網が整肺拡充された現在でほ,

大量の貨物類を迅速安全に輸送する合理的な車両として従来のトラ

ックにかわって脚光を浴び最近著しい伸びを示している｡

今回発売した"日立,西工HNTV形アルミ/ミントレーラ”ほコ

ンテナトレーラなど各種トレーラの走行装置に豊富な経験をもつ日

立製作所と,ボデー関係の製造技術をもつ西日本単体工業株式会社

の両社が得意とする技術を組み合わせて完成したものである｡

100

これによって間隙の耐電圧を飛躍自勺に向上させることかできた｡

木組立方式を間し､て500kV級を試rFし実験した結果,AC680

kV,インパ′レス1,425kV以上でも異状がなく,また500kV2時

間諜電でもコロナの発生かないという500kV級コンデンサ.ブ､ソ

シソグとしてじゅうぶんな性能を確認できた.｡

特長は宜750kV後に対しても本法を用いることにより,小形設

備て容易に製f和ゝできるようになった｡②非常な長尺品でも自由

に製rF7い:きるこ 3乾式であり取t)扱いが簡単である｡④品田管

理をユニ､ソト=-ンごとこ実施できるので,超々高圧根のものでも

菅野が容易∴なった.､

回2 子イスプレイの例

あろ｡

なお,輝線J〕長さほ±64種指撞できる.｡また縦軌 桝軌 目監

説明文なども同時こ表示つきる｡

おもな特長ほ∴il･朴一画面に文字,グラフを同時に表示できる÷〕

③市販のカラーテレビを用いており,低コストで製作できる.｡こ卦

記憶容量か少七(ててよい特長あるシステムを刷し･､ており,IC化さ

れたプリント朽1牧を追加するだけて､さらに1木のグラフを表示

てきる｡･･主グラフこ三輝線近似なのr･さ,点近似より連続感があり見

でナい.〕言 7憧の色でブラフを色別てきるなどである｡

広用分野とLてこま単独←‾二も使用できるか,制御用計算機と組み合

わせて電力量･■ハ安永 それに基づいた制御,あるいは鉄鋼,化学工

業分野での流星 圧力などの表示,制御に応用できる.⊃

またn4ISこ.きづ:十る満雄表示システムにも利用できるこ.

HNTV形7ノンミ/ミントレーラほ,/くン形.オープントップ形およ

び荷箱の長さによって引贅種となるっ

特長ほ∴主･･泣七の内容積と広いドア開口部:輸送コストを左右す

る室内容積ほこれまでのトレーラに比べ最大級で.かさばる雑貨な

どを一度に多量運搬できる｡また貨物の積み降ろしを安全容易にか

つ荷役効率を上げるためドア開口部ほ最大限に広げてある｡

②変形のないとびらまわりと雨漏れのないシール:車体のねじ

れ防止のため7ンチラヤク形金具を使用Lているので,車体強度が

すぐれ,また,特殊H形/ミッキンによ′1て車体内への水漏れほ完全

に防止されている｡

③軽量にして堅ろうな車体と足まわり:主要部品にアルミ形材･

高張力鋼を使用しているので,車体断面がしなやかで変形しない｡

=
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団3 アー,ンミバント ンーラ

また長方形中?た車軸の拝礼なごて作品化されている二

④高速道行にてッチLた十スー‾こンシ≡ン:懸袈裟臥三こ托呈て適

度の減衰力をもつダブ′ン･リーブスプ=ヌングヤ合冊杓に配琵された

緩衝ゴム付のラジアスロットなどから捕球さノートているので飛び:･七わ

現象(ホッピングニ〉がな′∴ 荷いたムを防止する..

⑤保守が容易:懸架装f賢J〕イ=ライザ,ピボットなと,工要た

回転Lゆう動部分に無給油軸受か肘て口さ.jt.ているJ)て粍キミ工容易て

■ 日立オイルフリーベビコン発売

日上製作所でほ,潤滑拍をまった･二使わない小形コンプし､･ノ1斗

〈日立オイ′ンフリーベビコン〉 5械柏を完成Lたこ

小形コンプレッサも省力化の時流に沿って.=常給i･rbゾ_)手間カ､こぅ､

からないオイルフリ"化に向かいつつあるが,二れによりR.i二こ製作

所のオイルフリーべどニンの榛種椛攻は,0.75kWから3.7kWま

で13椀種になり､用途に杜てじて選ぷことカ∴‾モきる｡

小形コンプレッサは車輪付きの空気槽(そうノ)の上に空気圧縮憐と

モートルを載せ,ベ/しト掛いトラ逆転十る可搬式のものである｡

オイルフリーベビコンは.空気巾こ油滋を含まないことか要求さ

れる薬-1-∫ト良品工業,化学工業などに滋う魯ノ〕コンプレッサである｡

小形コンプレヅ叫上道転方式でメこ別‾ナると次の2種類になる.｡圧

力スイッチノブ式しOBP形):上土ノブスナッチによって自動的に運転.

停止を行なう方式.｡休み時間が長く,作業が断続する場合に有利て

ある:_)自動アンローダ式(.OBU形〕:モート′し,圧縮機は常時回転

させておき,空気の圧縮だけを自動的に止めたり始めたりする方式｡

連続作業に適しているこ)

特長は,･:ヱ∫ピストンリングに潤滑性のある特殊カーボン材を採用

こ_
一

めノて〇._二

代三三犠徒r王NTV150の仕様ふ 全‡二三11,950mlll,全幅2,490

I11m.全高3.ヰ9〔)nlm,荷台長さ11,800nlm,荷台幅2,411Illnl,

荷台満さ2.105nllll,軸折8,2(〕O111m,オー/くハング2,800ml11,

車両重量4,900kg,最ノJ好責裁量15,0001こg,車両総重量19,900kg

である

L.クランクシャフトて二つピストンリング軸受に･:土ブ=トス内蔵ハシー

ノLドベT L.†ンブを使用しているのて.F‾l常の給油カこまった-ていらな

い.｢＼き･シりンダせ水平対向形に配置Lたため,振動一～P騒音カ;少なく′二

なったっ･･､萱･空文ミ槽ノ〕_Lに忙綿様とモーいL･をコンパク

うさい■)した可苑式で.押付工事がいら:1こし

∴ノj澄〈こ:′箋
‾一.苫

態三j

卜に搭載(と

凹4 日五十イ′レフ【ノーべヒーコン1.5kW OBP-5T

■ 日立浄水機器3椀種新発売

口立製作所では,都市の上水道のカルキ,臭気,濁りを取り除い

ておいしい水が簡単に得られる家庭用浄水器2椀種と,地下水に塩

素を注入し滅菌する飲用水滅菌器1機種を浄水機器シリーズとして

発売した｡

今回発売する3枠種の内訳は,浄水器が配管直結形のPE-5Aと

十一ス接続形のPE-5AIiの2機種および井戸ポンプと連動させる

滅菌器(CS-21､11機種である､)いずれも原水とろ過水あるいは滅

菌水とが用途によって使い分けできる機構とな/1ているのて ろ材

-tP薬剤が経済的(こ使えるこ,

なお,これによりl]立製作所の浄水依器シり-ズの機種構成ほ,

昨年6月から発売している地下水の鉄分を取F)除く除鉄棒水音旨(､F

E-10B)とで合計4僚種になった.･ニ

わが国では外国に比べ水質が良いといわれているが,最近でほ,
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回5 日立飲用水滅菌器C S-21形
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l…

こ司6 日立浄水器PE-5AH形

童業公害などにより水源刺青か悪化し,都市の水道や凧妨水道ほ減

封のためのカルキ注入量がふえてきて心りその結果,水道水の味は

ますますまずくなってきているっ

一方,井戸水も河川の汚i･軋 地下水汚染などにより,細1南,臭気,

濁り,小性洗剤が睨入し,保健所などの水質検禿で飲用不適と判定

される所が多くなってきている｡

ニのような状況に加えて,最近一一連の公害問題に対する認識の向

上､生活環境改善への要求ミ£､飲用水においてもきjtいな水,_!づい

しい水への要求となって現われてきている二J

rニー立浄水器の特長は∴主こ:)PE-･5A形ほ配管l朽春吉形であるカ∴PE一

垣!7 ∫]立浄水器PE-5A形

5AH形二丈ホース接続形で蛇r=じJP･:､､ち卜＼の接続にワンクッ･チ継

手を似糊しており,筒単に抜絞したr)取r)はずしができ,移動させ

ることもできるり ②ろ材には純度の高い高級粉末も引生炭を使用し,

塩素(カルキ)臭や濁り,｢卜性洗剤などを除去して,おいしい水を作

山一る二∴‡･ろ過水と原水の使い分けが可能であり,飲用以外に水を使

うときこほ原水をそのまま出すこともできるこ.ニロニ栓(せん)式で

ろ材を経済的に使える｡:二耳本体は高根ステンレス輩法で錆(さび)JP

何食がなく黄しく,衛′七的である二､号･ろ材ほ,カートリッジ式で,

i恥巨に交換できる二.

‥…編集後記‥･…

′∃工務用計算楼の周辺装置としてブラウン管を用いた表示装置がす

でに多く発表されているカ㍉ こ九をそのまま制御用計岩t段システム

こ用いると使用される周囲条件,保守性,寿命,拡張性などの点で

制約を受ける｡

日立製作所でほこれらの要求をもとに,いちだんと保守性,后板

性の高い表示装置として"H-7830”を開発した√｡｢HⅣ7830プロセ

スディスプレイ装置+では,構成,特長,表示原理,機能ぶよびノ正二
用例を述べている｡

複雑･多量の情報を,人間と計算機の間に効率的に受渡しする本

装置は,まさに時代に令ったものと言えよう.j

◎

新日本製紙株式会社笠間製鉄所でほ,工程管三哩生産情報処理の機

械化を大幅に推進し,省力化を図るため,中央に設置された大形計

許機と各工場に設置された制御計節機とを通信回線で接続したいわ

ゆるトータルシステムを実施している｡〕

丁生産情報計算制御トータルシステム+では,本システムの概要を

詳述しており,今後の実施成果が拝目さjtる〔,

◎

本号は,R立製作所の技術陣における成果の一端を｢熱間圧延に

おける圧延荷重+ほか4編をもって｢圧延設備特集+としたr+

日 立 評 論 弟52巻 第8号

昭和45年8月20日印刷 昭和45年8月25日発行

(毎月1回25日発行)

<禁無断転載>

定価1部150円(送料24円)
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乱丁落丁本は発行所にてお取りかえいたします｡

暑中お見舞申しあげます

まて召和 45 咋 無 二日

日 立 評 論 社

【‾1立独｢tの技術で開発Lた連続鋳造設備,熱問帯鋼圧延設備･コ

ー′しト､タンデムミルの現況,難問｢E延における圧延荷頁の計算式の
検討など種々の成果を収録している｢.

近年,わが卜三ほ失鋼業の躍進はめぎましいものがあり,世才さの技目

を孝三占うている折,咋宜を待た論文集と言えよう.｢

◎

巻頭を飾る一家一一言らんには,新日本製鉄株式会社君津製鉄所長

常瀕取締役洪次男氏より,鉄鋼生産の立場から種々の問軌点を提起

さjl,今後いっそう関係技術者が協力を軌こして圧延設備･技術の

発展に努力さjlるよう説かjtた｢圧延設備特集号iこ寄せて+と越す

る玉稿を賜わった｡.

本誌のために,特i･こ寸暇をさいて縞を串されたご好意に対し,厚

くお礼を申しあげる.｢
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